
「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立生駒中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和４年１０月２７日～１１月９日 

実施内容 

「新しい一冊と出合う秋」 

●5冊貸出 

普段は一人２冊までの貸し出しを期間中は 5冊までとしました。 

 

●図書委員のおすすめ図書 

図書委員のおすすめ図書コーナーを入り口近くに作りました。 

 

●廃棄図書の譲渡会 

古くなって廃棄する図書を希望者に譲渡するイベントを、図書委員会主催で

11月 7日と 8日の放課後に多目的室にて実施しました。 

 

上記の内容を図書委員会が朝の放送で全校に伝え、読書の呼びかけを行いまし

た。 

 

児童生徒の様子 

・5冊貸出は毎回好評で、この機会にシリーズものの小説などをまとめて借りる生

徒の姿も見られます。 

 

・図書委員のおすすめ図書コーナーで足を止め、本を手に取る生徒の姿も。 

 

・譲渡会は、２日間で延べ 60名が参加し、並べられた本を熱心に選んでいました。

一人で何冊も持って帰る生徒も多く、193冊の図書が生徒の手元に渡りました。

小説だけでなく、普段手に取らないジャンルの本に挑戦する生徒も多いようでし

た。 

 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

譲渡会には、普段からよく図書室に足を運ぶ生徒だけでなく、そうした生徒に付

き合う形で、普段はあまり図書室に来ていない生徒も参加し、興味を引いた本を持

ち帰っていました。 

ささやかながら、読書や図書室に関心を寄せるきっかけとなったのではと思われ

ます。 

 

 

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立生駒南中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和４年１０月６日～11月 9日 

実施内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「ハロウィンボトル重さ当てクイズ」10/6～10/28 

読書週間恒例となったクイズ３回目。手でもって、重さを量り、グラム数を応募用

紙に記入してもらい、後日、政界に近かった５名にちょっとしたプレゼント（しお

り、シャーペン、クリアファイルなど）をあげた。 

②「ゴーストみっけ！クイズ」10/6～10/28 

答えが、分類番号、著者記号になっているクイズを解いて、本の隙間に隠れている

小さな３匹のゴーストを見つけるクイズを実施。３匹全部見つけた生徒には、しお

りとシャーペンをプレゼント。 

③「たいやきキャンペーン」10/27～11/9 

期間中に１冊かりると「たいやきしおり」、３冊借りると「たいやきブックカバー

とたいやきしおり」をプレゼント。 

④「こころ休憩中ゆっくりしましょ。」11/1～ 

学校生活に慣れてくると同時に、体や心が疲れてしまったり、人との付き合い方が

わからなくなったり、なんか全部いやになったりと自分の感情を持て余すこともあ

るなかで、ちょっと疲れた時に背中を押してくれる本を紹介。 

児童生徒の様子 

① ５３人（内先生７人）が参加。３回目なので、２，３年生は、やり方もわかっ

ていて楽しんでくれていた。１年生は初日からクイズ目当てに来てくれ、友達

と楽しんで参加してくれた。 

② １年生も２年生もグループで参加。２年生は、休み時間に何度も来て参加、１

年生は放課後にじっくり取り組んでくれた。追加クイズをねだられ、急遽作成

するなど好評だった。 

③ たいやきしおりとブックカバーを中学生がほしいかどうか少し疑問だったが、

意外とそれ目当てで本を借りる生徒が続出。なんでもやってみるもんだと思っ

た。 

④ 棚にあるだけでは、なかなか借りられない本を面だしし展示することで、手に

とってみてもらえた。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

様々な取り組みをすることで、全ての生徒に気軽に立ち寄れる場所になればと思

う。先生方もたい焼き目当てで本を借りに来てくださって、こういうイベントで図

書館利用が増えればいいと思う。 

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立生駒北中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和４年１０月１８日～１１月３０日 

実施内容 

「家の人におすすめ本をインタビューしよう！」 

生駒市の「家読の推進」という方針を受けて、北中では図書委員会が中心となって

全校生徒に呼びかけ、家の人に北中生に読んでもらいたいと思う本をインタビュー

しました。多くの保護者の方がインタビューに答えてくれた結果、31 タイトルの

本の情報が寄せられました。 

蔵書でない本は、生駒市図書館から借り 

たり新たに購入したりして、できるかぎ 

り集めて展示しています。 

 

児童生徒の様子 

「あ、これ母ちゃんがすすめた本だ」と言って借りていった生徒もいました。コー

ナーの前で足を止める生徒も多く、かなりの本が貸し出されています。 

図書委員はクラスで呼びかけたり、インタビュー用紙を配ったり、頑張ってくれま

した。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

担任の先生がクラスで声掛けしてくださったり、先生方にもお世話になりました。

少ない生徒数にもかかわらず、多くの保護者の方の協力が得られ、感謝しています。

インタビューを通じて、保護者の方が北中図書室の蔵書についてもよく知っておら

れることがわかり、感激しました。 

備考 
 

1 中国の歴史① 陳舜臣

2 砂場の少年 灰谷健次郎

3 流れる星は生きている 藤原てい

4 冒険の書 南谷真鈴

5 登山の哲学 竹内洋岳

6 下山の哲学 竹内洋岳

7 はらぺこあおむし エリック・カール

8 坂の上の雲 司馬遼太郎

9 きまぐれロボット 星新一

10 手紙屋　蛍雪篇 喜多川泰

11 きみの友だち 重松清

12 アルジャーノンに花束を ダニエル・キイス

13 僕が僕をやめる日 松村涼哉

14 いのちをいただく 内田美智子

15 あと少しもう少し 瀬尾まいこ

16 ホームレス中学生 田村裕

17 兎の眼 灰谷健次郎

18 ばくはイエローでホワイトでちょっとブルー ブレイディみかこ

19 ブラックジャック 手塚治虫

20 ニルスのふしぎな旅 ラーゲルレーフ

21 君の膵臓をたべたい 住野よる

22 八月の金貨 山中恒

23 号令のない学校 佐藤真知子

24 なにかのご縁  ゆかりくん、白いうさぎと緑を見る 野崎まど

25 銀河鉄道の夜 宮沢賢治

26 カラダ探し ウェルザード

27 ５秒で見破れ！　全員ウソつき 田中　智章

28 この恋は、とどかない いぬじゅん

29 ハリーポッターシリーズ J,K,ローリング

30 君にさよならを言わない 七月隆文

31 あの一瞬 アスリートが奇跡を起こす「時」 門田　隆将



「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立緑ヶ丘中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和４年１０月２７日～１１月９日 

実施内容 

「この一冊に、ありがとう」 

・図書館、昇降口など数か所に「読書週間」告知ポスターを掲示 

・〈図書館だより〉１０月号にて予告 

・各教室に案内物掲示 

・イベントとして“分類ビンゴゲーム”・“栞/ブックカバーの配布”を実施 

・図書委員が各自のクラスで読書週間の案内と分類ビンゴゲームの説明を実施 

・図書委員選書の新着本「委員ブックセレクト」コーナー設置 

 

※分類ビンゴゲームの詳細 

 貸出図書４冊分の分類番号、並びにコーナーのマスを縦・横・斜めの 

いずれか一列に並べると景品リーディングトラッカーを配布。 

※栞/ブックカバーの配布 

・読書週間素材の栞/ブックカバー(文庫版) 

・セドック提供素材の栞/ブックカバー 

(ハロウィン/たい焼き) 

 

 

児童生徒の様子 

イベントの分類ビンゴゲームに大変、興味を持った。 

様々の分野の本を手に取ることとなり、また景品のリーディングトラッカーや栞も 

好評で、図書館という空間を楽しみ、親しむ機会となった。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

・分類ビンゴゲームで色々な分野の本を探すことにより、本館にどのような本が置

かれているかを知り、本への関心が高まった。 

・イベントの準備・実施において図書委員に積極性が見られた。 

備考 
 

 

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立鹿ノ台中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和４年１０月１日～１１月１１日 

実施内容 

「家の人に図書室の本をすすめてみよう！」 

生駒市の家読推進の方針に合わせて、本校では生徒たちに向けて、家の人に自分が

いいと思った本を勧めてみようというキャンペーンを行いました。 

そのために、通常２冊貸し出しのところ、１冊増やして３冊貸し出しとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館便りや図書室内の掲示で、広報しました。 

毎年読書週間に図書館アンケートを行い、読書時間や読書冊数、図書室への来室回

数などを聞いているのですが、今年は家の人へ本を勧めたかどうかを聞く項目も付

け加えました。現在集計中ですが、１年生は約 32％、2年生は約 37％、3年生は約

22％の生徒が勧めたと答えています。 

児童生徒の様子 

10月中は 3冊貸し出しになったので、よく借りる生徒は喜んでいました。 

家の人に勧めなかった理由として、時間がなくて読んでもらえないだろうと考えた

生徒が多かったようです。また、せっかく勧めても時間がなくて読んでもらえなか

ったケースも多々ありました。時間がなくて勧めることができなかったと答えた生

徒もいました。生徒も親も忙しそうです。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

この取組を知らなかったと答えた生徒はほとんどいなかったので、図書館便りを生

徒の皆さんが読んでくれていることがわかりました。 

直接司書に要望を伝えに来る生徒が増えたのは、アンケート効果であると思いま

す。読んでもらった本の感想をしっかり聞けた生徒もおり、読書を通じて家庭での

会話が少しでも広がったのであれば、この取組は成功であったと思っています。 

備考 
 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立上中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和４年１１月２日～１１月１８日、１１月２５日 

実施内容 

「自由参観・三者懇談時の家族貸出と 

北分館除籍本の譲渡、大人の読書会」 

11 月の学校行事である自由参観と 3 年生の三者懇談の日程に合わせて 7 日間、

北分館から保護者向けの本を団体貸出していただき、家族貸出を実施しました。ま

た、それに合わせて北分館からいただいた除籍本を、保護者の方に譲渡できるよう

に準備しました。また普段は 2 冊貸出のところ、この期間中は、生徒 5 冊、家族

の方 5 冊の貸出数に増やし、いろいろな分類の本を借りていただけるように準備し

ました。 

1 年生の保護者の中には、毎月発行する図書館通信を片手に、毎回楽しみにして

いますと声をかけてくださる方もおられ、譲渡本もとても喜ばれて持って帰られま

した。自由参観の期間は、1,2 年生の保護者が来館されましたが、三者懇談中は、

1,2 年生の保護者が来館されることはなく、3 年生の保護者も、時期的なこともあ

り図書館に足を運ばれることは少なく、来館数をあまり伸ばせませんでした。譲渡

本は、どの学年の保護者にも好評でしたので、学期末の三者懇談の時も準備しよう

と思っています。 

大人の読書会は、11 月 25 日に実施予定です。今度こそコロナ感染者数が急増

せず、予定通り実施出来ればと思います。 

 

児童生徒の様子 

三者懇談が 3 年生のみだったので、この期間中に来館する生徒数は少なかったで

す。譲渡本に興味を持つ生徒が多かったので、生徒向けの譲渡本も用意したいと思

いました。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教

師） 

一部の 1,2 年生の保護者の方には、家族貸出の企画が定着しつつあるように思い

ました。家族貸出を楽しみにされているとの声をいただき、とても嬉しかったです。

生徒も保護者の方も、興味のある方は来館されるので、興味のない生徒やご家族の

方にどのような方法で関心を持っていただけるかを考えていかなければと思いま

した。今、考えているのは、学級文庫用にいただいた譲渡本で学級文庫の本の冊数

を増やし、教室で本を目にする機会を増やせるようにすることです。 

備考 
 

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立光明中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和４年１０月０９日～１０月２８日 

実施内容 

「ビブリオバトル・POP 掲示」 

【ビブリオバトル】 

 文化発表会で事前録画をしたビブリオバトルの動画の鑑賞がありました。それに

向けて、２・３年生では授業の中で代表選出を行い、１年生では生駒市図書館より

来ていただいた司書の方による出前授業を受けてからクラスでビブリオバトルを

行いました。 

 授業内では、質疑応答の時間まで設けることができ本番さながらのビブリオバト

ルを経験することができました。ただ、まだまだコロナ禍ということで、文化発表

会では録画だったため、本の紹介のみで質疑応答まではできませんでした。 

 

【ＰＯＰ掲示】 

 夏休みに宿題で本の POPづくりがありました。図書委員が模造紙にＰＯＰを貼り

付け、夏休み明けや文化ウィークなどに各学年につながる階段の踊り場や図書室な

どに掲示しました。 

児童生徒の様子 

 文化発表会のビブリオバトルでは、録画のため質疑応答がなくコミュニケーショ

ンを取ることができませんでしたが、しっかりとテレビ画面を見て、傾聴する姿勢

ができていました。 

また、ＰＯＰを飾ると足を止めてじっくり見るなど、クラスメイト達がどのよう

な本を読んでいるかを気にしているようでした。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

 ビブリオやＰＯＰといった本の紹介をよく見聞きすることで、図書室の利用者が

増えたように感じました。何より普段読まなかった本や興味がなかった本に触れる

ことで、読んでみたい思いがわいてきたと感想を述べていました。 

備考 
 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立大瀬中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和４年１０月３１日～１１月１４日 

実施内容 

「秋の読書週間」 

 

 

 

 

 

 

 

 

「秋の読書くじ」の配布 

期間中、本を 1回借りるごとにナンバーが入った読書くじを配布しました。 

16 日（水）に図書館にて当選ナンバーが発表され、読書グッズや文房具、美術部

が作成してくれたしおりなどがプレゼントされました。 

 

「読書イントロどん」クイズ 

図書館前廊下のホワイトボードにて、有名な本や人気の本の出だしの一行を掲示

し、本のタイトルをあてるクイズを行いました。「これ知ってるー！」「この文章、

なんだろう？おもしろそう！」と通りすがりの生徒たちも挑戦してくれていまし

た。 

児童生徒の様子 

いつもよりたくさんの貸出があり、お昼休みの図書カウンター担当の図書委員さ

んたちも大忙しでしたが、みんな楽しそうでした。あまり図書館にいつも来ない生

徒たちも本を借りに来てくれたようで、「久しぶりに来たら本が増えていて楽し

い！」という声も聞こえてきました。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

多くの生徒の学校図書館に足を運ぶきっかけとなった。図書館に来ると、くじを

もらうためになんでもいいから借りるということもなく、みんな自分の興味のある

本を楽しそうに探して借りている様子がみられました。これからも、読書に触れる

きっかけづくりも考えながら、読書活動を推進していけたらと考えています。 

備考 
 

 

 


